
 

 教育目標   

「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 
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令和８年８月２８日発行  ６号 

   笑顔あふれる前期後半のはじまり 

校長 笠井 賢吾  

 長い夏休みを終え、ひっそりとしていた学校に子ども達の元気な声が戻ってき

ました。休みに入る前日に、子ども達には「①水の事故、車の事故、熱中症等に

十分気を付けて自分の命をしっかりと守ること。②生活のリズムを崩さないで

様々なことにチャレンジすること。③家族や日ごろお世話になっている人に感謝

の気持ちをもち、「ありがとう」を伝えること」という３つのお願いをしました。

夏休み中に学校に事故やけがなどの知らせが入らず、新聞には本校児童の川柳作

品が掲載される嬉しい夏休みとなりました。夏休みの作品などの大きな荷物を持っ

て登校してきた子ども達のにこやかな表情からも、充実した夏休みだったことが伝わってきました。夏休

み中のさまざまな体験や思い出を友だちや先生方と交流する輪や、久しぶりの友だちに会って喜びの声を

あげている様子もみられ、おだやかであたたかい雰囲気に包まれた休み明けの泉小学校となっています。 

   ご家庭・ 地域の皆様とともに  ～夢の実現に向けて行動する子どもの育成～               

夏休み中も江別市や近隣市町村のお祭りやイベントに参加する泉小の子ども達の姿が見られました。ま

た、学校周辺の公園ではラジオ体操が行われ、地域の方々と一緒に体操をする姿、前に出てお手本を見せ

る姿も見られました。夏休み中も、本校の子どもの川柳作品が新聞に掲載され、学校や地域に嬉しい話題

となっていました。子ども達のために、ラジオ体操などの体を動かす行事を準備してくださったり、お祭

りなどの地域行事に参加する経験の場を準備してくださったりと、地域の皆様のあたたかさに心より感謝

しています。 

今年度の重点目標は、「夢の実現に向けて行動する子どもの育成」です。子ども達がよりよい社会のつく

り手となり、自らの人生を舵取りする力を身に付け、たくましく生き抜くことができるよう必要な資質・

能力を身に付けさせることが大切です。そのために、学校と家庭、地域が子ども達の成長実感を共有し、

学校と家庭、地域の３者が連携・協働する学校づくりを進めています。 

めざす子どもの姿として、大麻東中学校区の小中一貫教育では、①思いやりのある子 ②かんがえ伝え

合う子 ③すこやかな子 を目指しています。このめざす子どもの姿を皆さんで共有し、連携して取組を

進めることで、子ども達にとってより豊かで価値ある学びの場が提供され、子ども達の健やかな成長につ

ながるものと考えています。今後もご理解とご協力をお願いいたします。 

 宿泊学習・社会見学で学びを深める                                  

９月には５年生が滝川・深川方面へ宿泊学習に出かけます。ネイパル深川では、はじめて５年生の集団

として寝食をともにします。日常とは異なる環境の中で、自然や文化に親しみ、授業で習った事を深めな

がら集団生活のルールとマナーを学びます。一泊二日という短い時間ですが、楽しい思い出を作ってくれ

ることでしょう。また、１年生は円山動物園、４年生は北海道博物館と開拓の村へ社会見学、3 年生は

「江別土器の会」の皆様の協力を得て、野焼き体験を行います。写真や動画もよいのですが、本物を見た

り触れたり五感を通して得たものは実感を伴い、心に残ります。命のぬくもりと大切さ、自然と共に生き

ることの大切さなど、子ども達ひとりひとりが様々な気づきを持つものと考えています。これから前期の

まとめの時期です。子ども達にとって“成長を実感できる秋”となるよう教育活動を進めてまいります。 

   

 

重点目標：夢の実現に向け、行動する子どもの育成 ～教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校～ 

夏休み作品展より 
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